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最近の活動について 

 現在、新型コロナウイルスの影響により、北海道大学は６月３０日まで全部活の日々の活動

並びに新入生の勧誘活動禁止を宣言しております。ただし、馬術部は生き物を扱っている性質

上必要最小限の活動を許可され、現役一同、朝の練習を少人数に分けて行うなど感染に気を付

けながらも新型コロナウイルスが収束した際に競技でも結果が残せるよう日々練習を続けてお

ります。具体的には、運動面では横木通過や低い障害、OB による部班運動での指導など、あ

まり難しいことはやらずに自粛期間において基本的なことをできるよう練習しております。新

入生の勧誘におきましては、SNS を活用しオンライン上で説明会をおこなっており、既に何人

か入部希望の一年生はおりますが、入部に関しましては 7 月以降となっております。 

また、部としては必要最小限の活動しかできない中で、馬の本

を読んだり、鞍にまたがって鐙に立つ練習をしたり、筋トレをし

たり、それぞれが自分の足りないところを今一度見つめて、各自

で努力するといったことも今まで以上に見受けられるようになり

ました。この期間で、1 人 1 人が自分で成長し、今まで通りの全

員での活動ができるようになった際に残りのシーズンに向けて一

丸となって戦えるチームでありたいです。 

        

足を持ち上げてもらって懸垂に取り組む二年生

→ 

  

 

新型コロナウイルスによる部の財政面の影響について 

新型コロナウイルスの影響により、半澤杯、主管運営の春季馬術大会、トレーニングセー

ル、北大祭、日々の乗馬クラブへのアルバイトなどの収入が 120 万円ほど減少しました。ま

た、支出面に関しましては 5,6 月は大会への輸送がなくなり 60 万円ほどの支出の減少となりま

した。６月末までで６０万円ほどの減収となっております。今後、新型コロナウイルスの影響

が続きますと、今年度単年度あたりでは、170 万円の赤字となる見込みとなります。 

 

 

今シーズンの大会予定に関して 

現在、6 月末までの大会はすべて中止となることが発表されております。7 月以降の大会に

関しましては、中止の連絡は入っておらず今のところ未定とのことです。現役といたしまして

は、北日本、ならびに全日本学生馬術大会が予定通り行われることを想定し、まずは、7 月の



国体予選での大会を目指し練習をしております。 

 

5/5,6 第 48 回半澤杯記念馬術大会(於 北海道大学) 

5/15～17 第 34 回北海道新緑馬術大会(於 ノーザンホースパーク) 

5/ 北海道三大学定期対抗戦(於 酪農学園大学) 

6/12～14 第 52 回北海道春季馬術大会(於 ノーザンホースパーク) 

6/20,21 全国七大学総合体育大会・馬術競技(於 京都大学) 

7/4,5 第 92 回北日本学生馬術選手権大会,第 56 回北日本学生馬術女子選手権大会(於 北海道大

学)  

7/24～26 第 67 回北海道体育大会兼第 75 回国民体育大会馬術競技北海道ブロック大会(於 ノ

ーザンホースパーク) 

8/21～23 第 45 回北海道馬術大会(於 ノーザンホースパーク) 

8/27～9/1 第 56 回北日本学生馬術大会(於 福島県南相馬市馬事公苑) 

9/18～20 第 34 回北海道秋季馬術大会(於 ノーザンホースパーク) 

9/ 第 40 回山下杯・河田杯記念馬術大会(於 酪農学園大学) 

10/ 2020 年度北海道大学主催交流戦 (於 北海道大学) 

10/16～18 第 92 回全日本学生馬術選手権大会,第 55 回全日本学生馬術女子選手権大会(於 蒜山

ホースパーク) 

10/ 第 42 回北海道地区乗馬大会(於 ノーザンホースパーク) 

10/26～11/3 全日本学生馬術大会 2020(於 山梨県馬術振興センター) 

11/ 第 60 回北日本学生馬場馬術定期新人戦(於 東北大学) 

11/ 第 72 回招待東日本学生馬術大会(於 宇都宮大学) 

12/ 第 41 回国立大学対抗馬術大会(於 群馬大学) 

 

なお、日付が未記入である大会の日程は未定であります。(6/11 現在) 

 

                                   

 (文責 4 年 宮川寛希) 


